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一次元定常結露計算システム（ＷｉｎＤＥＷ）操作マニュアル 

ＥＯＭ株式会社 
１．プログラムの起動（初回のみ） 
 ディスクトップ上にあるショートカットアイコンをダブルクリックするか、＜ＷｉｎＤ

ＥＷ＞ディレクトリ内にある＜ＷｉｎＤＥＷ．ＥＸＥ＞実行ファイルを直接起動します。 
初めて起動した場合には〔利用者登録の画面〕がでますので、会社名や所属を入力します。

ここで登録した名称は結果印刷の際、右上に印刷されます。何か入力すると以降この画面

は表示されません。（※注意：入力は一度のみで、通常変更はできませんので慎重に行っ

て下さい） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．プログラムの起動（通常） 
 通常＜ＷｉｎＤＥＷ．ＥＸＥ＞実行ファイルを起動すると〔メイン画面〕が表示されます。 
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３．計算条件の入力 
当初はサンプルとして＜ＴＥＳＴ＿ＤＥＷ．ＤＥＷ＞というデータファイルがありますの

で、この計算データが表示されます。以降は最終のデータファイルになります。 
 ＜計算に必要な入力項目＞ 

１）計算名 
２）部位名 
３）外側の温度（℃）と相対湿度（％） 
４）内側の温度（℃）と相対湿度（％） 
５）層構成材料名と厚さ（mm） 
※層構成の入力では最初と最後に必ず＜熱伝達率α＞を指定します。 

外気側では＜外側(αo=20)＞程度、室内側では＜内側(αi=8)＞や＜内側(αi=6)＞が用い

られます。αi の値が小さいと表面結露では安全側（厳しい条件）に働きます。 
土中と接するような場合には、計算に影響が少ない＜仮想(α=100)＞とします。 

※各材料の物性値は予め登録されていますが、〔右表〕で変更することもできます。 
また、ここにない材料については＜材料物性ファイル(M)＞に追加登録することができ

ます。 
 
４．計算の実行 
 入力が完了したら＜計算(V)＞をクリックし計算します。 

直ちに、各材料の境界層温度と水蒸気圧及びグラフが表示されます。 
結露が発生した場合には、その位置（境界層）と結露水量が表示されます。 
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計算結果の表示は２通りあります。 
そのひとつは〔計算結果Ａ〕で、材料厚さをＸ軸にしたグラフを表示します。もうひとつ

は〔計算結果Ｂ〕で、材料の透湿抵抗をＸ軸にしたグラフです。通常は〔計算結果Ａ〕の

方が直感的に分かりやすいグラフといえます。なお、計算は瞬時に行いますので計算結果

は特に保存しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜本プログラムで結露が発生した場合の考え方＞（参考） 
 一般的に、壁体の内部結露を防止するには、結露位置より水蒸気量の多い（≒温度の高

い）方に防湿層を施工することが基本です。もちろん結露は発生させないことに越したこ

とはありませんが、「結露が発生＝ダメ」かというと一概にそうとも言い切れないことが、

判断を難しくする一因ともなっています。例えば、朝方窓ガラスに薄っすら結露した状態

で、陽が昇れば消えてなくなる（非定常結露）のような場合には、さして問題になりませ

ん。また、結露水量が微量で、かつ結露発生位置の材料が（凍らない）水分を含んでも材

料内部に拡散してしまうような場合にも実害に至らないことが多いようです。 
 このようなことから、 
○結露するような状態がどのくらい続くのか？（温湿度条件設定値の選び方） 
○日中は結露しなくなるのか？（内外条件を変えての再計算） 

 など、いろいろな角度から検討してみる必要があります。 



 4

５．計算結果の印刷 
入力が完了したら＜ファイル(F)＞の＜計算結果プレビュー(P)＞をクリックします。 
〔印刷プレビュー画面〕が表示されますので、印刷を行って下さい。 
※注意：プリンターはカラープリンターで、印刷可能な状態で接続されていることを確認

して下さい。 
 
 
 
 
 
                                       ←ユーザー登録名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 5

６．全国の気象データの参照 
内外の温湿度条件をいくらに設定するのかを決めるのに参考となるデータを提供します。 
＜日本全国の気象データ参照(D)＞をクリックすると、全国８４２地点のアメダス観測地点

の月次気象データ（1986 年から 2000 年までの１５年平均）を表示します。 
デフォルトでは＜静岡県浜松＞が表示されますが、＜観測地点入力＞をクリックすることに

より全国各地の気象データを知ることができます。 
※注意：表示している単位は簡略化しているので、＜単位＞をクリックして正しい単位を確

認して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜外気の温湿度条件を決める＞（参考） 

例えば上表の浜松を例に冬季１月の条件を考えると、朝方の外気条件は最低気温の 2.6℃、

湿度 70％、日中は最高気温の 9.4℃、湿度 60％程度を採用して計算します。これにより、

日中消えてしまう非定常結露かどうかの判定目安にすることができます。 
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7．新規材料の登録 
登録した材料にないものを計算に使用する場合は、新規に材料登録する必要があります。 
＜材料物性ファイル(M)＞をクリックすると、現在の登録材料全てが表示されます。 
新規材料の登録位置は、材料番号１５６番以降の材料名が‘-<未登録>-’となっている場

所です。 
 
 ＜登録に必要な入力項目＞ 

１）材料名 
２）熱伝導率（kcal／(m・h・℃)）または熱抵抗（(㎡・h・℃)／kcal） 
３）透湿率（g／m・h・mmHg）または熱抵抗（(㎡・h・mmHg）／g） 
４）密度（kg／ｍ3）  ※今回の定常計算には用いない 
５）比熱（kcal／(kg・℃)） ※今回の定常計算には用いない 
６）色№ 

 
材料の物性値は各種文献やメーカーのカタログに記載されていますが、文献によっては出

典が古かったり、製品が予告なく改良されたりして正確な値を定めにくいものです。 
勿論、実測値があればベストですが、物性値が正確に分からないものについてはメーカー

に問い合わせるか、登録材料から似た材料を探しておよその数値を代入して下さい。 
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８．水蒸気量曲線の表示（参考） 
空気の温度と湿度、水蒸気量との関係をグラフに表したものです。 
＜水蒸気曲線(H)＞をクリックするとグラフが表示されます。 
＜グラス表示＞をチェックすると、マウスカーソルの位置の空気の状態をグラスにワイン

を入れた視覚的な表現で見ることができます。グラスの大きさは、その温度によって含む

ことのできる水蒸気の最大量（飽和水蒸気量）を表します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水蒸気の量そのものを表すものとして、容積絶対湿度σ（g／ｍ3）、重量絶対湿度Ｘ（g／
kg’）そして水蒸気圧ｆ（mmHg(水銀柱)）等があります。また、湿度を表現するものとし

ては相対湿度φ（％）と比較湿度ψ文字（％）があります。 
 湿度と水蒸気量との関係は次式で示されます。 

相対湿度φ（％）＝（σ／σs）×100 ＝（ｆ／ｆs）×100 
比較湿度ψ（％）＝（Ｘ／Ｘs）×100 
※但し、添え字のｓは飽和水蒸気量を表します。 

相対湿度は湿り空気１ｍ3 の体積に対しての量で、これは温度によって空気が膨張収縮す

るために相対的に変化し、温度を定めなければその水蒸気量が分かりません。つまり同じ

50％でも、0℃と 20℃ではその水蒸気量は違ってきます。（水蒸気圧も温度によって変化

するので同様なことがいえます） 
一方、絶対湿度は乾燥空気１kg の重さに対しての量で、これは温度によって変化しないた

め絶対的に定められます。一般的には前者の相対湿度の表現を用いています。 
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９．目で見る温度と湿度と水蒸気（結露の話）の表示（参考） 
一般的によく分かりにくい温度と水蒸気そして結露との関係を、より分かりやすく理解し

ていただくために用意しました。 
＜結露の話(W)＞をクリックすると図のような画面が現れます。 
これはトラックバーと呼ばれる横棒のカーソルを左右に動かすことで、三者の関係を理解

することができます。また、左下の＜解説文ボタン＞をクリックすると、解説文に沿って

操作することができます。ぜひ一度ためしてみて下さい。 
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※お願い事項 
 

本プログラムで使用している各種データファイルは、許可なく他プログラムでの利用また

は掲載ができませんので、ご注意下さい。 
 

プログラムやデータに関するご質問や不具合は、お手数ですがＥメールまたはＦＡＸにて

お問合わせ下さい。 
 
 また、何か結露で困った場合の相談でも可能な限りお答えします。 
 

ＥＯＭ株式会社 荏原(えばら) 
 

Ｅメールアドレス ｅｂａｒａ＠ｓｕｎＱｅｏｍ．ｃｏｍ 
 

ＦＡＸ番号  ０５３－４６４－８９７０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜参考図書＞ 
 建築の結露 その原因と対策 山田雅士著  井上書院 ¥2,850 

結露をとめる   山田雅士著  井上書院 ¥1,600 
 住宅の結露防止   防露設計研究会著 学芸出版社 ¥5,000 
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インストールされた全ファイルリスト 

 
 
¥――WinDEW―┬――――――――   ＷｉｎＤＥＷ．ＥＸＥ（実行プログラム） 
  ｜     ＷｉｎＤＥＷ．ＴＸＴ（簡単な使い方） 
  ｜     問合わせ．DOC（問合わせ FAX 用紙） 
  ├―CAL――DEW――   ＴＥＳＴ＿ＤＥＷ．ＤＥＷ（計算入力データ） 

｜ 
  ├―DATA-―┬――――   OMWD 情報．DAT 

｜   ｜    利用環境．ORG 
  ｜   ｜    利用環境．ＷＩＮ 
     ｜   ├―COLOR―  標準色．COL 
  ｜   ├―DAT――  エラー文．DAT 
  ｜   ｜    圧力単位．EXP 
  ｜   ｜    印刷用紙．DAT 
  ｜   ｜    観測年度．DAT 
  ｜   ｜    気象項目．DAT 
  ｜   ｜    結露．EXP 
  ｜   ｜    国名．DAT 
  ｜   ｜    材料物性．DAT（層構成入力用材料データ） 
  ｜   ｜    湿度．EXP 
  ｜   ｜    圧力単位．EXP 
  ｜   ｜    都々逸．DAT 
  ｜   ｜    部位呼称．DAT 
  ｜   ├―HELP―― DEW 解説．MSG  
  ｜   └―PICT――  JAPAN．BMP 
  ｜        ビール．BMP 
  └―OMWCD―――――   JPN_MONT．DAT（月次気象データ） 
       JPN_STAT．DAT 
       JPN_WPNT．DAT 
 
 

※青字は実行時に書き換わることがあります。 
※注意：無断で他のファイルを改変した場合には実行が保障されません。 

 
 
 
 
ＷｉｎＤＥＷ Ｖｅｒ．８．０ 


